
山形県の地形地質からみた災害特性 2026.2.2 災害に強い県づくり(4)

――――――――

１．山形県の地形と災害 災害種は２・３・４・５

２．地すべり崩壊土石流 発生頻度は数年～千年（大雨、融雪、地震）

３．活断層． 発生頻度は（百年）～千年（直下型地震）

４．軟弱地盤 発生頻度は数年～千年（遠くの地震、直下型地震）

５ 洪水 発生頻度は数年～百年＝1/100 確率洪水さらに1/1000）

――――――――

１．山形県の地形と災害 ⇒次頁図

・山地・丘陵地では―― 第三紀層の地すべり、花崗岩類の崩壊、硬質岩の雪崩シュート

・ 火山では （火山：第四紀約200万年前から活動歴のあるもの）――崩壊・侵食で土砂災害

うち 活火山（１万年前からの活動歴があるもの）――火山噴火による災害

・海岸平野・内陸盆地では―― 周縁部の活断層、低地の軟弱地盤の流動化、洪水氾濫

⇒長期的（考古学・古記録）にみれば山形県は特に安全な県とはいえない

資料３



山形県の地形

・ 山地・丘陵地では 
―― 第三紀層の地すべり、雪崩

花崗岩類の崩壊、
硬質岩では雪崩シュート

古い火山では 
――崩壊・侵食で土砂災害

 活火山 
――火山噴火による災害

・ 海岸平野・内陸盆地では 
―― 周縁部の活断層、

 低地の軟弱地盤の流動化、
 洪水氾濫   



山形県も長期的（考古学的には百～千年、古記録は数百年）にみれば
“災害が少ない県とはいえない”。

・ 1000 年前の鳥居が壊れていないから・・などは迷過信ーー内陸盆地底に噴砂痕がある。
・ 地盤の良いところ（扇状地面など）は使い果たして軟弱地盤へ土地開発が拡大している。

・山形県の自然の緩斜面（ほとんだが地すべり地）に縄文時代の住居跡がある例。

・ ここに住んで〇十年間、このような崩れはなかったと言っても約300年前の古文書では
崩れた記録があることも。 約1000年前150年間に6回土石流で被災した集落の発掘例。

・洪水の被災歴をわすれて（1967 羽越水害から60 年）低湿地へ住宅地が拡大している。

・ 丘陵地を大規模改変した造成地（2011.3.11地震で仙台地区の造成地は4500戸被災）
は少ないが 谷埋め造成地が地すべりを起こした数例はある。



それぞれにハザードマップができた；
大雨を仮定した浸水想定（１級河川・２級河川）
地すべり・崩壊・土石流・溜池崩壊など の県土土砂災害警戒システム
盛り土規制
異常降雨時通行規制システム
火山災害ハザードマップ など。

しかしながら
 「ハザードマップや各種災害の危険指定がなければ安全という意味ではない」、
“ハザードマップは安全保証マップではない”、“危険地指定には指定要件があり限定的”。
・このへんの一般的理解ができるような説明ができているか(“ただし書き”だけでは不足)。
・たとえば急傾斜危険特別地区の特別の解釈がひとり歩きしていないか（切迫性や危険
度を表すものではなく、危険度は普通地区も同等）。普通地区は奥行き50mで打ち切る
が崩土が100ｍに達したこともある。
・2025.7.25県北部大雨災害の主な発災地57のうち10は区域外であった（指定地を増やす
には限界があるので、指定地やハザードマップの原理=限られた危険を表示=の理解を）

以下 写真と図にて



山形県内の考古学遺跡調査で
発見された災害痕跡

遊佐町 下長橋浮橋遺跡の平安時代の
地盤流動化の例 柱跡の水平すべり

噴砂脈



月山道路建設中に発掘調査された地すべりの考古遺跡

道路幅の
発掘◆

〇
住居跡群



西川町付近 すべての山地斜面が地すべり型斜面である

高速道路未記入



山形県の山地・丘陵地の斜面のすべては地すべり・崩壊でできてきた。地すべり・崩壊は正規の地形形成作用と呼ばれる。
R348号沿いの地すべり型斜面の例：道路・集落にかかわる大きめの地すべりだけが危険指定地とされている。
1994年発災の壁面崩壊は 大きな地すべりの一部にすぎない。



危険斜面の指定の第一要件は 傾斜30°超・斜面長5m以上であるが、 しかし 斜面のふもとに人家５戸以上・公共建物な
どがなければ危険地区に指定されないし、 ハザードマップに表現されない。

すなわち、危険と表現されない斜面でも＜避難時には＞安全ではない。
また、 道路壁面よりも その背後の集水型（凹型）斜面（出水、地すべり、土石流）に留意されること（大雨時交通規制など）。

R348号沿い 傾斜20°以上■ 梅ケ平山地すべり指定地■



危険斜面の指定の第一要件は 傾斜30°超・斜面長5m以上であるが、 斜面のふもとに人家５戸以上・公共建物などがなけ
れば危険地区に指定されないし、 ハザードマップに表現されない。

すなわち、危険と表現されない斜面でも＜避難時には＞安全ではない。
また、 道路壁面よりも その背後の集水型（凹型）斜面（出水、地すべり、土石流）に留意されること（大雨時交通規制など）。

R348号沿い 傾斜20°以上■ と 等高線つぶしで 地すべり地抽出 傾斜分類図 ■傾斜20°以上 ■傾斜30°以上
国土地理院 国土基盤情報5m格子DEMを利用して作図 等高線間隔１ｍ 等高線間隔５ｍ



古文書にある土石流の記録＝羽州街道（上山市）金山宿 谷の出口の崖錐＊ガイスイ（急な小扇状地）地形 の
280年前の記録に “山津波“ ”山の影で（土石流の）直撃を免れた”などの記述がある。

＊崖錐地形（谷口の小さな扇状地
急傾斜）は
酒田市北青沢小屋渕集落も同じ。
2025..7大雨で土石流が堆積した。



人工盛り土の地すべり例 尾根を切って谷間の水田を埋めたスキー場が融雪季に滑った。ハーフパイプ状に再現した。
過去には 地すべり地に廃棄物を積んで地すべりが動いたことがある（山辺町要害雨上沢地すべり 1996.4.8-9発災）

⇒現在は（熱海伊豆山2021の廃棄物の地すべり・土石流災害をうけて） 盛り土規制 が発効中

2023年現況

S50年測図 水田が埋められた S53年修正図ではスキー場



軟弱地盤 中山町は遠い地震でも特に震度が＋１大きい。 写真の地点は繰り返し地盤流動が生じた。
最上川の河道の跡であるためである。



軟弱地盤 山形盆地中心部では扇状地の砂礫が届かないため、細粒で軟弱である。
山形市嶋地区付近の県道。遺跡調査で古墳時代の地面を切る噴砂跡が検出された。



洪 水 直轄河川だけでなく県管理河川＊の浸水想定図がほぼできた。 ＊ ＜避難時に横切ることになる
 ・ユーザーの避難コースの自己確認を促すこと＞

しかし、 扇状地面で発生する出水は図示されていない。
長井市野川扇状地の例 河北町谷地も同じ

野川扇状地の
扇面上の水系（谷筋）

最上川氾濫原の水系

最上川氾濫原の水系



内陸活断層の課題  

１ ごく新しい氾濫原では
活断層の段差が消され
ているが、地下に伏在
していること。

山形盆地西縁断層の例

村山市から寒河江市の間
北部断層 と 南部断層に
分枝して 雁行する。

乗り移りするのかは
それぞれ区間での
活動履歴の比較によるが
活動履歴調査（ﾄﾚﾝﾁ調査）
は充分でない。とりあえず
別に動くとして
長期予測が行われている。

断層帯では複数の断層が平行して
いるので
どれが うごくかわからない。

山形市西部の例



内陸活断層の課題 ２ H18年の長期評価以降、更新されていない。 2003年上山断層調査以降調査が行われていない。
３ 数千年間隔で起きるものの将来30年間の発生確率をいうあやうさ。もとになる推定活動

年代が粗い。
発生確率の％は（みかけ）小さい値であるが、実際に被害地震（阪神淡路、熊本地震）が起きた。

４ 活動歴が想定できた地点数が少ないので それぞれの活動範囲（セグメント長さ M 想定に
かかわる）の想定もあやうい。

上山断層の調査ﾄﾚﾝﾁから
復元された 最終活度時期の
想定例
約3500年前より後で
約320年前より前
⇒年代幅が粗い

（1950 より起算)



想定できるのは、位置と１回の活動規模のみ。 上山断層を横切る道路と調整溜池は想定内で設計された例である。
（道路に段差・ずれが生じても復旧できる余裕幅をもたせ、堤体を補強）

2011.3.11の余効とされる
4.11福島県浜通り地震で生じた
井戸沢断層の道路段差

上山断層 写真方向

補修された段差





鶴岡市西目の2023.12.31くずれ 崩壊前の地形を国土地理院5ｍ格子DEMより表示。
崩壊後の地形との重ね合わせ可。崩壊前の造成地のｶﾗｰ空中写真あり。

・道路両側の現況写真や詳細DEMが整備されていれば原因究明・復旧工事計画に役
立つはず。発災箇所の空中写真は公表されるが、全体状況のデータが公表されること
が少なくなった感がする。2024.7県北大雨の全体像がGoogleEarthで読めるようになった
のは2025年夏である。 背後山地斜面のDEMは国土地理院の情報のみがたよりである。

最近は１ｍDEMも一部公表されるようになった。更新されると前データが読めない。

鶴岡市西目の2023.12.31くずれ傾斜最大の箇所（40°)から崩れたと考えられる。

熱海市伊豆山くずれ（ 2021,7産廃の崩れ）
崩れる前の 地形の1m等高線図を
地理院5m格子DEMから作成できた
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